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Abstract  The Uchinada Wind Power Station is located in front of a sea coast of Japan 
Sea. In this area, many lightning occur in winter and a lot of severe troubles have been 
caused by the winter lightning. So, a lightning tower was set in the Uchinada site. And 
lightning observation has been carried out since 2003. This paper presents mainly the 
























高台（標高 41.3ｍ）に建設されている。図 1 および図 2
に示すように，風車は 1 機で，その風車の北西側（日本
海側）に避雷塔が設置されている。風車の最高地上高さ
は 100.25ｍ，被雷塔の地上高さは 104.99ｍである。 
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風車と避雷塔との距離は 45.5m である。これらを含めて





























図 1 内灘風力発電所配置図 
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表 1 風車と避雷塔の緒元 
項 目 諸 元 
発電所建設地点標高     (m) EL=41.3 
年平均風速        (m/s) 5.2(地上高 30m) 
定格出力         (kW) 1500 
定格風速         (m/s) 12 
ローター直径       (m) 70.5 
ハブ高さ         (m) 65 
風車最高地上高      (m) 100.25 
避雷塔地上高さ      (m) 104.99 











































（１）2011 年 11 月 24 日 00 時 14 分 35 秒の電流波形 
図 3 は 2011 年 11 月 24 日の 0 時 14 分 35 秒に内灘風力発
電所の避雷塔で観測された雷電流波形である。表 2 の




2ms 以上 1s 未満の長時間雷撃に相当する。しきい値を±
2kA として電気量を求めると約 39.3C である。また，こ
の波形の第一雷撃の峻度は約 0.79kA/μs で、第二雷撃の









図 3 2011 年 11 月 24 日 0 時 14 分 35 秒に観測され
た雷電流波形（観測場所：避雷塔） 
 
（２）2011 年 12 月 24 日 14 時 51 分 50 秒の電流波形 
図 4 は 2011 年 12 月 24 日の 14 時 51 分 50 秒に風車で観
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内灘風力発電所における 2011 年度冬季の雷電流観測 























































































































A +19, 0 11.4 11.8 西 39.3 
0.79 
0.21 注 1 
+27 注 2 
+15 注 2 
1.9 注 2 






















































































































A：避雷塔，B：風車，CC：雲放電，CG：対地雷放電，注 1：第二雷撃の瞬度，注 2：同時刻の LLS で検知のデータ 
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（３）2012 年 3 月 25 日の 3 時 41 分 52 秒の電流波形 





てこの雷は IEC 規格に照らし合わせると，継続時間 2ms
以上 1s 未満の長時間雷撃でとなる。しきい値を±2kA と
して，電気量を求めると 157C となる。IEC 規格に示さ




































































 図 6雷撃電流頻度分布 
図 7 雷気量の頻度分布 
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内灘風力発電所における 2011 年度冬季の雷電流観測 








タが得られた。そのうち 10 例は避雷塔で，残り 10 例は
風車で記録された。これらの雷電流測定時刻と同時刻に
LLS に記録のある電流測定データは 表 2 に示すように
11 例であった。そして，この 11 例の内，LLS で落雷と
認識されたのは 4 例で，その他は落雷ではなく雲放電等
と認識されていた。また，表 2 に示すように電流値が 
+29kA の 2012 年 3 月 25 日のデータも含め，20 例の電流
測定データの半分近い９例では，風力発電所を中心とし

















 最大電流値が 10kA を超えるものはすべて避雷塔で観
測されており，大電流の雷撃に対して避雷塔は雷保護効
果を果たしていると推察する。 
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